
12

●

定
員　

15
人　

※
先
着
順

●

受
講
料　

無
料

●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
福
祉
協
議
会
☎
㉒
１
１
５
９

　

お
茶
と
お
菓
子
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
茶
会
で
の
あ
い
さ
つ
な
ど

一
連
の
動
作
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

●

日
時　

２
月
18
日
㈫
・
25
日
㈫
、

３
月
４
日
㈫
・
11
日
㈫
／
午
前
10

時
〜
正
午
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市
の
魅
力
を
高
め
る
た
め
、
屋

外
広
告
物
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考

え
、
独
自
の
条
例
の
制
定
に
向
け

た
検
討
を
行
う
懇
談
会
の
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

●

応
募
資
格　

①
満
20
歳
以
上
で
、

市
内
に
お
住
ま
い
の
方
ま
た
は
通

勤
・
通
学
さ
れ
て
い
る
方　

②
市

の
ほ
か
の
附
属
機
関
お
よ
び
各
種

検
討
委
員
会
の
委
員
で
な
い
方　

③
平
日
昼
間
の
懇
談
会
に
出
席
で

　

55
歳
以
上
の
方
で
、
バ
ル
ー
ン

ア
ー
ト
に
興
味
が
あ
り
、
受
講
後

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
で
き

る
方
を
募
集
し
ま
す
。

●

日
時　

２
月
４
日
㈫
・
７
日
㈮

／
午
前
10
時
〜
正
午

●

会
場　

中
央
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
「
白
寿
園
」（
北
中
川
原
）

●

講
師　

石い
し
い井
啓け

い
た太
氏

●

会
場　

南
湖
公
園
「
翠
楽
苑
」

●

受
講
料　

▽
４
回
分　

３
、
０

０
０
円
（
入
園
料
等
も
含
む
）

●

定
員　

10
人　

※
先
着
順
（
原

則
と
し
て
４
回
の
参
加
が
可
能
な

方
）

●

申
込
開
始　

１
月
20
日
㈪
か
ら

（
電
話
申
込
可
）

問
翠
楽
苑
☎
㉓
６
８
８
８

　

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
さ
つ
き
会
」
で
は
、
視
力
に
障

が
い
の
あ
る
方
や
、
高
齢
で
文
字

を
読
む
こ
と
が
困
難
な
方
な
ど
を

対
象
に
、
市
の
広
報
紙
や
社
会
福

祉
協
議
会
だ
よ
り
「
な
ご
や
か
」

な
ど
を
無
料
で
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

に
吹
き
込
み
、
お
届
け
し
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
福
祉
協
議
会
☎
㉒
１
１
５
９

　

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

「
ツ
ー
リ
ズ
ム
ガ
イ
ド
白
河
」
に

よ
る
白
河
の
歴
史
〝
学
び
の
会
〞

を
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

●

日
時　

１
月
24
日
㈮
／
午
前
８

時
20
分
〜
午
後
０
時
30
分　

●

場
所　

棚
倉
城
跡
、
馬
場
都
々

古
和
気
神
社
等
（
予
定
）

●

参
加
料　

無
料

●

定
員　

30
人　

※
先
着
順

●

申
込
期
限　

１
月
17
日
㈮
ま
で

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

㈶
白
河
観
光
物
産
協
会
☎
㉒
１
１

４
７

　

第
19
回
中
山
義
秀
文
学
賞
の
贈

呈
式
と
、
受
賞
作
「
破は

て
ん天
の
剣つ

る
ぎ

」

の
著
者
、
天あ

ま
の野
純す

み
き希
さ
ん
の
受
賞

記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

●

日
時　

１
月
25
日
㈯
／
午
後
1

時
30
分
か
ら

●

会
場　

市
立
図
書
館
多
目
的
ホ

ー
ル
（
道
場
小
路
）

●

入
場
料　

無
料

問
中
山
義
秀
顕
彰
会
事
務
局
（
中

山
義
秀
記
念
文
学
館
内
）
☎
46
３

６
１
４

21 20

募
集

き
る
方

●

募
集
人
数　

２
人

●

任
期　

２
月
下
旬
〜
平
成
27
年

９
月
（
予
定
）

●

応
募
期
間　

１
月
６
日
㈪
〜
31

日
㈮

●

応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、「
白
河
に
お

け
る
屋
外
広
告
物
の
あ
り
方
に
つ

い
て
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
８
０
０

字
程
度
の
小
論
文
（
様
式
自
由
）

を
添
え
て
、
郵
送
、
電
子
メ
ー
ル

ま
た
は
持
参
の
い
ず
れ
か
に
よ
り

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。　

※
応
募
用
紙
は
、
本
庁
舎
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
、
各
庁
舎
事
業
課
の

窓
口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
舎
ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

内

２
７
４
７
／
Ｅ
メ
ー
ルm

achi@
city.shirakaw

a.fukushim
a.

jp　

「
安
倍
政
権
下
に
お
け
る
日
本

経
済
の
ゆ
く
え
」
を
テ
ー
マ
に
サ

テ
ラ
イ
ト
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

●

日
に
ち
・
内
容　

①
２
月
２
日

㈰
／
「
中
国
経
済
の
ゆ
く
え
」　

②
２
月
16
日
㈰
／
「
日
本
の
成
長

戦
略
と
『
ク
ー
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
』

の
可
能
性
」　

③
２
月
23
日
㈰
／

「
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
圏
と
Ｔ
Ｐ

Ｐ
の
展
望
」　

④
３
月
２
日
㈰
／

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
ね
ら
い
と
課

題
」　

⑤
３
月
９
日
㈰
／
「
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
と
日
本
の
財
政
再
建
」

●

講
師　

①
〜
③
福
島
大
学
教
授

吉き
っ
こ
う
じ
ん

高
神
明あ

き
ら

氏
、
④
・
⑤
福
島
大

学
教
授　

阿あ

べ部
高た

か
き樹
氏

●

時
間　

午
後
２
時
〜
４
時

●

会
場　

市
立
図
書
館
中
会
議
室

（
道
場
小
路
）

●

受
講
料　

▽
一
括
受
講
（
全
講

座
分
）
４
、
０
０
０
円　

▽
個
別

受
講
（
１
講
座
分
）
１
、
０
０
０
円

●

定
員　

40
人　

※
先
着
順

●

申
込
期
限　

１
月
31
日
㈮
ま
で

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
舎
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課　

内
２
３
８
２

●

受
験
資
格　

高
校
卒
業
（
見
込

み
を
含
む
）、
ま
た
は
同
等
の
学

力
を
有
す
る
方
（
中
学
校
卒
業
で

も
履
修
が
可
能
と
認
め
ら
れ
る
方

を
含
む
）
※
年
齢
不
問

●

定
員　

30
人

●

試
験
科
目　

国
語
、
数
学
、
作

文
、
面
接

●

試
験
日　

２
月
５
日
㈬

●

試
験
会
場　

白
河
医
師
会
白
河

准
看
護
学
院
（
北
中
川
原
）

●

受
付
期
間　

１
月
８
日
㈬
〜
23

日
㈭
（
郵
送
は
期
間
内
必
着
）

※
受
験
要
項
お
よ
び
出
願
書
類
の

郵
送
を
希
望
す
る
場
合
は
、
送
付

先
の
住
所
・
氏
名
を
記
入
の
う
え
、

１
４
０
円
切
手
を
貼
っ
た
角
２
号

封
筒
を
同
封
し
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

白
河
医
師
会
白
河
准
看
護
学
院

〒
961

0054
白
河
市
北
中
川
原
３
１

３
／
☎
㉓
３
７
０
１

　

す
べ
て
の
講
座
を
受
講
後
、
傾

聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
で

き
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

●

日
時　

２
月
10
日
㈪
・
17
日
㈪

・
24
日
㈪
／
午
後
１
時
30
分
〜
3

時
30
分

●

会
場　

中
央
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
「
白
寿
園
」（
北
中
川
原
）

●

講
師　

会
津
大
学
短
期
大
学
部

講
師　

木き
む
ら村
淳じ

ゅ
ん
や也
氏
ほ
か

●

定
員　

15
人　

※
先
着
順

●
受
講
料　

無
料

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
福
祉
協
議
会
☎
㉒
１
１
５
９

ホームページアドレス
http://www.city.shirakawa.fukushima.jp/
問＝問い合わせ先
内＝内線番号
◇本 庁 舎　八幡小路７-１　　  ☎㉒1111/Fax㉗2577
◇表郷庁舎　表郷金山字長者久保２　☎322111/Fax322234
◇大信庁舎　大信増見字北田58　☎462111/Fax462409
◇東 庁 舎　東釜子字殿田表50　☎342111/Fax343584

ジジ ドアドレ

くらしの
情 報 館

案
内

白
河
の
歴
史
学
び
の
会

声
の
お
た
よ
り

屋
外
広
告
物
の
あ
り
方

検
討
懇
談
会
市
民
委
員

シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

サ
テ
ラ
イ
ト
教
室

初
心
者
茶
道
教
室

地域協議会委員および
　地域づくり協議会委員を募集します
　市では、市民の皆さんからの地域に対するご意見、ご提案
などの検討・取りまとめや、市長等の諮問に応じ意見を述べ
ることができる組織として、各地域自治区（表郷・大信・東
地域）に「地域協議会」を、白河地域には、同等の機能を持
つ「地域づくり協議会」を設置しています。
　広く市民の皆さんのご意見を市政に反映させるため、各協
議会の委員を募集します。地域自治区や白河地域の活性化に
関心をお持ちの方のご応募をお待ちしています。
●応募資格　市内に住所を有し、在住する満18歳以上の方
●募集人数　各地域協議会および地域づくり協議会ともに
　　　　　　若干名
●委嘱期間　４月１日から２年間
●応募期間　１月15日㈬～２月14日㈮　
●応募方法　応募申込書（指定様式）に必要事項を記入の
　　　　　　うえ、「地域に活力を育むには」をテーマとし
　　　　　　た800字程度の作文を添えて提出してくださ
　　　　　　い（応募申込書は、本庁舎地域支援課、各庁舎
　　　　　　総務課の窓口で配布しています）。
※詳しくは、市ホームページをご覧いただくか、お問い合わ
　せください。
●応募・問い合わせ先　本庁舎地域支援課　内2256

白
河
准
看
護
学
院
学
生

第
19
回
中
山
義
秀
文
学
賞

「
贈
呈
式
・
受
賞
記
念
講
演
会
」



34

館
後
の
事
業
計
画
に
反
映
す
る
た

め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

ま
す
。

　

調
査
票
は
、
対
象
に
な
っ
た
方

に
12
月
中
旬
ご
ろ
送
付
し
ま
し
た

の
で
、
届
い
た
方
は
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

●

対
象　

16
歳
以
上
の
市
民
３
、

０
０
０
人
（
平
成
25
年
11
月
１
日

現
在
の
住
民
基
本
台
帳
か
ら
無
作

為
抽
出
）

●

提
出
期
限　

１
月
31
日
㈮
ま
で

問
本
庁
舎
文
化
振
興
課　

内
２
３

８
７

　

白
河
ユ
ネ
ス
コ
協
会
で
は
、「
世

界
寺
子
屋
運
動
」
の
一
環
と
し
て

「
書
き
そ
ん
じ
ハ
ガ
キ
回
収
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
行
い
ま
す
。

　

回
収
し
た
書
き
そ
ん
じ
ハ
ガ
キ

は
、
一
枚
45
円
相
当
の
募
金
と
な

り
、
世
界
の
学
校
に
通
え
な
い
子

ど
も
５
、
７
０
０
万
人
、
読
み
書

き
の
で
き
な
い
大
人
７
億
３
、
５

０
０
万
人
に
学
び
の
場
を
提
供
し

ま
す
。
識
字
教
育
な
ど
を
通
じ
て
、

平
和
な
社
会
が
実
現
す
る
こ
と
を

願
い
活
動
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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火
災
と
間
違
え
な
い
よ
う
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

●

日
時　

１
月
26
日
㈰
／
午
前
８

時
か
ら

●

会
場　

鹿
嶋
神
社
（
大
）

問
文
化
財
課
（
歴
史
民
俗
資
料
館
）

☎
㉗
２
３
１
０

　

新
し
く
建
設
す
る
「（
仮
称
）

市
民
文
化
会
館
」
の
運
営
に
関
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
求
め
る
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
、
運
営
管
理
計
画
や
開

　

１
月
26
日
は
、
文
化
財
防
火
デ

ー
で
す
。
貴
重
な
文
化
財
を
災
害

か
ら
守
る
た
め
、
市
お
よ
び
白
河

消
防
署
で
は
、
地
元
消
防
団
の
協

力
を
得
て
、
防
御
訓
練
を
行
い
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

な
お
、
当
日
は
、
消
防
署
員
や

消
防
団
員
が
出
動
し
ま
す
の
で
、

22

案
内

23

   

白
河
市
長　

　

     

鈴
木　

和
夫

『
ケ
ネ
デ
ィ
の
輝
き
』

市
長
の

手
控
え
帖

合
っ
て
い
た
。
在
任
わ
ず
か
２
年
半
。
実
績
の

評
価
は
難
し
い
が
、
人
気
は
突
出
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
悲
劇
的
な
最
期
が
「
理
想
の
大
統
領
」
と

し
て
の
印
象
を
焼
き
つ
け
た
。

　

ケ
ネ
デ
ィ
は
就
任
式
で
訴
え
た
。「
国
が
あ
な

た
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
問
う
の
で
は
な

く　

あ
な
た
が
国
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
を

問
う
て
欲
し
い
」。
こ
の
言
葉
は
国
民
の
心
を

と
ら
え
た
。
熱
い
期
待
を
背
に
ス
タ
ー
ト
す
る
。

だ
が
、
世
は
厳
し
い
東
西
冷
戦
の
真ま

っ
た
だ
な
か

只
中
。
共
に

軍
事
拡
張
、
陣
営
の
拡
大
に
躍
起
に
な
っ
て
い
た
。

見
渡
せ
ば
、
世
界
は
ひ
と
癖
も
ふ
た
癖
も
あ
る
老

練
な
指
導
者
ば
か
り
。

　

社
会
主
義
諸
国
を
率
い
る
東
側
の
親
分
は
フ

ル
シ
チ
ョ
フ
。
好こ

う
こ
う
や

々
爺
の
よ
う
な
風
貌
だ
が
、
激

し
い
権
力
闘
争
を
生
き
ぬ
い
て
き
た
不
敵
さ
が

漂
う
。
変
幻
自
在
で
タ
フ
、
と
て
も
一
筋
縄
で
は

い
か
な
い
。
米
国
の
傘
下
に
あ
り
な
が
ら
、
核

を
持
ち
東
側
と
も
手
を
結
び
独
自
の
道
を
い
く

フ
ラ
ン
ス
の
ド
・
ゴ
ー
ル
。
長
身
痩そ

う

く躯
の
軍
人

大
統
領
は
ス
ト
イ
ッ
ク
で
誇
り
高
く
気
難
し
い
。

日
本
と
闘
い
、
内
戦
を
経
て
大
中
国
を
ま
と
め
あ

げ
た
毛
沢
東
。
底
知
れ
ぬ
策
謀
を
秘
め
、
不
気
味

に
蟠ば

ん
き
ょ踞
す
る
。
い
ず
れ
も
、
ケ
ネ
デ
ィ
何
す
る
も

の
ぞ
と
尊
大
に
構
え
る
。
若
き
リ
ー
ダ
ー
は
、
揺

さ
ぶ
ら
れ
る
が
、
鍛
え
ら
れ
て
い
く
。

　

裏
庭
の
キ
ュ
ー
バ
で
は
、
若
き
革
命
家
チ
ェ
・

ゲ
バ
ラ
と
カ
ス
ト
ロ
が
反
米
政
府
を
樹
立
し
た
。

そ
し
て
キ
ュ
ー
バ
危
機
。
ソ
連
が
キ
ュ
ー
バ
に

核
ミ
サ
イ
ル
基
地
を
建
設
す
る
。
船
舶
の
出
入

り
を
米
偵
察
機
が
発
見
。
直
ち
に
撤
去
を
要
請
。

の
ら
り
く
ら
り
と
か
わ
す
ソ
連
。
米
国
は
断
固

た
る
措
置
を
と
る
。
周
辺
海
上
を
封
鎖
し
、
船

舶
の
臨り

ん
け
ん検
に
は
い
る
。
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
ど
う

出
る
か
。
下
手
を
す
れ
ば
第
三
次
大
戦
に
な
る
。

世
界
は
か
た
ず
を
飲
む
。
２
日
後
キ
ュ
ー
バ
に

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆

様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
思
い
ま
す
。
い
よ
い
よ
今
年
は
、
待
望
の
市

民
文
化
会
館
の
整
備
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
り
、

小
峰
城
の
石
垣
修
復
も
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
大
震
災
で
痛
ま
し
い
犠
牲
者
を
出
し
た
葉

ノ
木
平
も
、
国
道
２
９
４
号
の
バ
イ
パ
ス
と
し
て

建
設
す
る
準
備
に
入
っ
て
い
ま
す
。
災
い
転
じ

て
福
と
な
す
。
復
興
か
ら
発
展
へ
の
槌つ

ち
お
と音
が
響

き
は
じ
め
る
年
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
・
ケ
ネ
デ
ィ
が
米
国
駐
日
大

使
に
な
っ
た
。
ご
存
知
、
ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ

ィ
元
大
統
領
の
娘
さ
ん
。
マ
ス
コ
ミ
は
競
う
よ

う
に
大
き
く
報
道
し
た
。
昨
年
の
11
月
19
日
は

丁
度
上
京
し
て
い
た
。
東
京
駅
か
ら
皇
居
に
続

く
沿
道
は
山
の
よ
う
な
人
だ
か
り
。
有
名
ス
タ

ー
で
も
通
る
の
か
と
尋
ね
た
ら
、
ケ
ネ
デ
ィ
大
使

を
待
っ
て
い
る
と
い
う
。
そ
う
か
新
大
使
が
天

皇
陛
下
に
、
信
任
状
を
捧ほ

う
て
い呈
す
る
た
め
、
古
式

ゆ
か
し
く
馬
車
で
向
か
う
日
に
あ
た
っ
て
い
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
駐
日
大
使
が
こ
れ
ほ
ど
話
題
に

な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
彼
女
は
政
治
外
交
面

で
実
績
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
で
も
、
不
思
議

な
こ
と
に
、
華
や
い
だ
気
分
と
、
こ
れ
で
日
米
は

う
ま
く
い
く
と
の
明
る
さ
に
包
ま
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
は
、
ケ
ネ
デ
ィ
と
い
う
名
が
放
つ
輝
き

に
よ
る
も
の
だ
。
若
く
て
、
演
説
上
手
で
、
明
朗
。

幸
せ
そ
う
な
家
族
。
ア
メ
リ
カ
が
、
飛
び
ぬ
け
た

経
済
力
・
軍
事
力
で
世
界
の
盟
主
と
な
り
、
国
民

も
ひ
と
つ
に
ま
と
ま
っ
て
い
た
黄
金
の
時
代
に

接
近
し
た
ソ
連
船
が
Ｕ
タ
ー
ン
す
る
。
息
づ
ま

る
13
日
間
の
激
闘
だ
っ
た
。

　

秘
話
が
あ
る
。
ケ
ネ
デ
ィ
は
、
戦
争
中
、
魚
雷

艇
長
だ
っ
た
。
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
の
西
で
、
日
本
海

軍
駆
逐
艦
「
天
霧
」
と
衝
突
。
小
さ
な
船
体
は
大

破
し
、
海
に
投
げ
出
さ
れ
た
。
長
時
間
漂
い
、
何

と
か
島
に
た
ど
り
つ
く
。
九
死
に
一
生
を
得
た

ケ
ネ
デ
ィ
は
、
艦
長
の
消
息
を
確
認
し
、
手
紙
で

の
交
流
を
深
め
た
。
大
統
領
就
任
式
に
も
招
待

し
た
。
こ
の
士
官
は
塩
川
町
（
現
喜
多
方
市
）
の

花
見
弘
平
さ
ん
。
海
軍
兵
学
校
出
の
エ
リ
ー
ト
。

戦
後
農
業
に
従
事
し
、
町
長
も
務
め
、
私
が
面
識

を
得
た
頃
は
、
土
地
改
良
区
理
事
長
を
さ
れ
て
い

た
。
眼
光
鋭
く
威
厳
の
あ
る
方
だ
っ
た
。

　

ア
メ
リ
カ
は
、
新
教
徒
を
中
心
に
つ
く
ら
れ
た

移
民
の
国
で
、
歴
史
も
浅
い
。
名
望
家
も
少
な

く
、
貴
族
も
い
な
い
。
実
力
と
運
が
あ
れ
ば
誰
も

が
頂
点
に
立
て
る
。
し
か
し
、
国
家
に
は
、
民
を

束
ね
る
シ
ス
テ
ム
と
、
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
が
必
要
。

こ
れ
を
、
権
力
と
権
威
を
持
つ
大
統
領
に
求
め
て

い
る
。
ワ
シ
ン
ト
ン
、
リ
ン
カ
ー
ン
、
ル
ー
ズ
ベ

ル
ト
ら
傑
出
し
た
人
物
が
国
を
率
い
た
。
だ
が
、

ケ
ネ
デ
ィ
家
の
よ
う
に
長
く
愛
さ
れ
、
影
響
力

を
持
っ
た
家
系
は
な
い
。
大
使
を
承
認
す
る
権

限
を
持
つ
上
院
で
も
、「
あ
な
た
の
適
・
不
適
を

論
ず
る
必
要
は
な
い
。
ケ
ネ
デ
ィ
の
名
は
別
格
」

と
全
員
一
致
で
同
意
。
ケ
ネ
デ
ィ
家
は
、
現
代
の

王
朝
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

海
を
は
さ
ん
だ
国
際
関
係
は
も
つ
れ
た
糸
の

よ
う
。
こ
の
地
域
に
平
和
と
秩
序
を
保
つ
に
は
、

歴
史
に
学
び
将
来
を
見
通
す
深
い
見
識
と
、
強き

ょ
う
じ
ん靭

な
意
思
が
欠
か
せ
な
い
。
ケ
ネ
デ
ィ
大
使
に
は
、

「
新
し
い
未
来
の
先
駆
者
と
な
る
ニ
ュ
ー
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
精
神
」
を
呼
び
か
け
た
父
の
心
が
受

け
継
が
れ
て
い
る
。
日
米
の
架
け
橋
と
な
り
、
東

ア
ジ
ア
の
安
定
に
心
を
砕
い
て
頂
き
た
い
。

●

実
施
期
限　

1
月
31
日
㈮
ま
で

●

届
け
先　

白
河
ユ
ネ
ス
コ
協
会

（
本
庁
舎
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

内
）
ま
た
は
各
庁
舎
教
育
振
興
課

問
本
庁
舎
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

内
２
３
８
２

　　

痛
風
は
、
食
生
活
が
豊
か
に
な

っ
た
現
在
で
は
、
決
し
て
ぜ
い
た

く
病
で
は
な
く
、
糖
尿
病
と
同
様

に
誰
も
が
か
か
る
可
能
性
の
あ
る

疾
患
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

健
康
診
断
の
結
果
、
高
尿
酸
値

だ
っ
た
方
や
痛
風
予
防
に
関
心
の

あ
る
方
を
対
象
に
、
専
門
医
に
よ

る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

●

日
時　

２
月
５
日
㈬
／
午
後
１

時
30
分
か
ら
（
受
け
付
け
は
午
後

１
時
15
分
か
ら
）

●
会
場　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

（
北
中
川
原
）

●

申
込
期
限　

2
月
３
日
㈪
ま
で

●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課
（
中
央
保
健
セ
ン
タ

ー
）
☎
㉗
２
１
１
２

●

日
時　

１
月
26
日
㈰
／
午
後
２

時
か
ら

●

会
場　

は
く
し
ん
イ
ベ
ン
ト
ホ

ー
ル
（
旭
町
）

●

出
演　

三さ
ん
ゆ
う
て
い

遊
亭
円え

ん

ざ

え

も

ん

左
衛
門
、

三さ
ん
ゆ
う
て
い

遊
亭
楽ら

く
て
ん天

●

入
場
料　

５
０
０
円
（
75
歳
以

上
無
料
）

問
㈶
立
教
志
塾
☎
㉓
１
４
２
７
／

公
益
社
団
法
人
白
河
法
人
会
☎
㉓

２
１
６
０

ま
ち
か
ど
伝
言
板

市ホームページの
バナー広告募集
　市では、ホームページに掲載
するバナー広告を募集していま
す。
　バナー広告とは、画像をクリ
ックすることで、広告主のホー
ムページへ誘導する効果のある
インターネット広告の一種です。
　なお、公共性を損なう恐れの
ある広告は掲載できません。
●広告料
　掲載１か月につき２万円（縦
　65ピクセル×横180ピクセ
　ル）　
●申込方法
　申込書に、作成したバナー広
　告のデータを添えて、本庁舎
　秘書広報課へお申し込みくだ
　さい。

問本庁舎秘書広報課　内2373

新
春
初
笑
い
寄
席

文
化
財
防
火
デ
ー

痛
風
予
防
講
演
会

市
民
文
化
会
館
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

書
き
そ
ん
じ
ハ
ガ
キ

回
収
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

消費税および地方消費税が変わります
　４月１日から、消費税および地方消費税の税率が８
％に引き上げられます。
　また、今回の引き上げに際し、消費税の円滑かつ適
正な転嫁を確保するため、法律で次のような措置が設
けられました。
　
●総額表示義務の特例
　　税込価格であると誤解されないための措置を講じ
　ていれば、税込価格による表示をしなくてもよいと
　する特例
　▷表示例　100円（税抜き）
●転嫁拒否等に関する措置
　　事業者間の取り引きで、税率の引き上げ分の転嫁
　を拒んだり、チラシや店頭での転嫁を阻害する表示
　を規制する措置
　▷表示例　「消費税は転嫁しません」など

※詳しくは、国税庁ホームページをご覧ください。

問白河税務署☎㉒7111／ホームページhttp://www.
　nta.go.jp/


